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二
〇
〇
六
年
八
月
十
六
日
に
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
に
拿
捕
さ
れ
た
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
返
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に
向
け
た
外

務
省
の
過
去
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
八
月
十
六
日
、
北
海
道
根
室
市
の
漁
船
第
三
十
一
吉
進
丸
が
ロ
シ
ア
の
国
境
警
備
隊
に
拿
捕
さ
れ
、
乗
組
員

一
名
が
銃
殺
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
に
つ
き
、
本
年
一
月
二
十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
二
号
）
で
は
「
外
務
省
と
し
て
は
、
外
交
経
路
等
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
側
に
対
し
引

き
続
き
御
指
摘
の
船
体
の
引
渡
し
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア
側
は
、
船
体
の
引
渡
し

に
応
じ
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
年
四
月
九
日
現
在
、
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
返
還
に
関
す
る
ロ

シ
ア
側
と
の
交
渉
は
ど
の
様
な
状
況
に
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

本
年
四
月
九
日
現
在
、
外
務
省
、
特
に
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
日
本
国
総
領
事
館
（
以
下
、
「
総
領
事
館
」
と
い

う
。
）
と
し
て
、
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
把
握
し
て
い
る
か
。

三

本
年
四
月
九
日
現
在
、
外
務
省
、
特
に
「
総
領
事
館
」
と
し
て
、
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
の
画
像
を
、
写
真
ま
た
は
ビ

デ
オ
撮
影
等
の
方
法
に
よ
り
入
手
し
て
い
る
か
。

四

外
務
省
、
特
に
「
総
領
事
館
」
と
し
て
、
具
体
的
に
い
つ
ロ
シ
ア
側
に
対
し
て
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
の
返
還
を
求
め

一



た
の
か
、
そ
の
日
に
ち
、
場
所
、
求
め
た
政
府
職
員
の
官
職
氏
名
等
、
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


